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競合店の一ヶ月の総客数をズバリ当てる 
 

               伊藤 眞作 

 

春のある日、Ａ店の視察に行った時のことである。 

店長がオズオズと 

「自店Ａと、競合店Ｄとの客数を、毎日一回調査を行い、一覧表があ

るのですが、これから何か分かりますでしょうか」 

と差し出されたのが下記の表である。 

 

 3／1  2  3  4  5  6  7  8  9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 

Ａ店    8  9 10  7  6  5  1  2  3  6  5  4  0  2  1  3  4  3  2  1 

Ｄ店    6 10 11  9  7  8  4  3  2  5  7  4  3  3  2  4  5  2  3  0 

 

      3／21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31  

Ａ店      0  1  6  8  7  8  9  9  6  8  9 (人) 

Ｄ店      2  2  5  9  8  7  8  8  9 10 11 (人) 

 

 

その日は他へも廻らなければならなかったので、コピーを預かり、

次へ向かった。 

表を見ているうちに、 

 「ｔ一分布による、母平均μの９５％信頼区間」 

を求めればよいことが分かった。 

そのために、まずＡ店から 

    ｘ＝4.935 

ｓ＝3.119 

が求められた。 

母平均μの信頼区間の公式は 

 

  ｘ－λ      ～ ｘ＋λ 

 

である。 

  ｓ   

√ｎ－１ 

  ｓ   

√ｎ－１ 
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ここでは９５％であり、調査日数ｎ＝31、 

自由度は ｍ＝ｎ－１＝31－１＝30のとき、 

ｔ－分布表により 

λ＝2.042 

とすればよいことがわかる。 

計算すると、求める母平均μは 

3.772人～6.098人 ……………………（１） 

となった。 

次に、 

（１）×１日の営業時間×１カ月の営業日数 

すなわち 

（１）×10×31 

を計算すれば、求めるＡ店の３月の総客数は 

1169.3人～1890.3人 

となった。 

 

翌日、これを店長に電話したところ 

「実によく当たるものでビックリしました。Ａ店の実数は 1170人だっ

たんですヨ。わずか一人しか違ってないんですね」 

と、感心することしきり。 

競合調査は、原則的に、自店がひまな時にしか行わない。したがっ

て、Ａ店が、やや不利に出るのはやむを得ない。 

同様に計算すれば、Ｄ店の総客数は勿論のこと、Ｄ店の一品平均単

価も分かる。ここから、Ｄ店の予算額も手にとるようにつかめる。 

これを発展させれば、Ｄ店の店長の月給、店員の月給も推測がつき、

引き抜きの対象にさえなる。 

毎日、通りがかりにちょっとメモっただけで、これだけ分かる。 

ところで、Ｄ店を計算すれば、どうなるか。 
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